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報道関係各位 2025 年 2 月 18 日 

株式会社インテージリアルワールド 

 

1月のインフルエンザ治療薬処方患者数は前月比ほぼ半減 
アセトアミノフェン処方患者数は過去最大規模に 

 

医療情報分析サービスを手がける株式会社インテージリアルワールド（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：佐

藤 暢章）は、独自に運用する統合医療データベース Cross Fact の 2025 年 1 月データを基に、医療用医薬品の処方動

向を調査・分析しました。 

 

2024/2025 シーズンの経口インフルエンザ治療薬処方患者数は 9 月約 5 万人、10 月約 ８ 万人、11 月約 22 万人

と徐々に増加し、12 月には約 335 万人とコロナ禍以降最多となりました。週次では 12 月最終週の処方患者数が過去

10 年で最多の約 157 万人となっています。12 月の後半に異例の感染拡大となったインフルエンザですが、ピークを

迎えることが多い 1 月の状況はどうだったのでしょうか。今月も先月に続きインフルエンザについて治療薬の処方状況

を追っていきます。 

 

2025 年 1 月の経口インフルエンザ治療薬の推計処方患者数は約 186 万人とコロナ禍以降の 1 月としては最多にな

りましたが、前月と比べると約 45%減少しインフルエンザの流行も落ち着いてきたように見えます。一方、今シーズ

ンは急激なインフルエンザ患者数の増加により、各種治療薬が限定出荷となりました。インフルエンザに罹患したもの

の治療薬を受け取ることが出来なかった患者もいることが想定されるため、実際の患者数はもう少し多かったかもしれ

ません。 

 

■インフルエンザ治療薬 推計処方患者数推移（2015年 10月以降） 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「Cross Fact」（株式会社インテージリアルワールド） 

院外調剤薬局で調剤可能なオセルタミビル、ザナミビル、ラニナミビル、バロキサビルを処方された患者を対象として分析 
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 インフルエンザ脳症のリスクを高めてしまうため、インフルエンザによる発熱に使用する解熱剤はアセトアミノフェ

ンが適切とされています。インフルエンザの急激な感染拡大はアセトアミノフェンの処方にも影響が出ていたのでしょ

うか。アセトアミノフェンについて医療用医薬品市場の動向を見ていきます。 

 

アセトアミノフェンの処方患者数には波があり、感染症の流行に大きく左右されています。例年冬場に処方患者数が

急増し、コロナ禍前に最も処方患者が多かったのは 2019 年 1 月の約 774 万人でした。この月は経口インフルエンザ

治療薬の処方患者数も 2015 年 10 月以降で最も多い月であったため、インフルエンザの患者増加に伴いアセトアミノ

フェンの患者数も増加したと考えられます。2020 年以降は新型コロナウイルスをはじめとした様々な感染症の流行が

あり、アセトアミノフェンの患者数も全体的に増加傾向のようです。とくに直近 2 か月のアセトアミノフェンの推計患

者数を見てみると、12 月約 829 万人、1 月約 636 万人となり、12 月は 2015 年 10 月以降で最多の患者数となって

います。12 月末のインフルエンザの感染拡大は、アセトアミノフェンの処方にも大きく影響があったようです。 

 

■アセトアミノフェン 推計処方患者数推移（2015 年 10月以降） 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「Cross Fact」（株式会社インテージリアルワールド） 

院外調剤薬局で調剤可能なアセトアミノフェンを処方された患者を対象として分析 

 

 

先月に引き続き、インフルエンザ治療薬処方患者数を週次で見てみます。今シーズンは 12 月に入り急激に患者数が

増加し、12 月最終週の週次患者数は過去 10 年間で最大の約 157 万人となりました。その後、1 月に入り年末年始休

暇明けの第 2週には多少増加しましたが週を追うごとに患者数は減少し、第 4 週(1/20~1/26)には約 24万人まで落ち

着きました。昨シーズンは 12 月から 1 月にかけて患者数が減少したものの、そこから再度患者数が増加し 2 月にも 2

度目のピークを迎えています。今シーズンは 1 月末にかけて患者数が減少してきていますがこのまま流行は収まるので

しょうか。  

 

  

 

約 8,287,000 人 
約 7,739,000 人 
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■インフルエンザ治療薬 週別推計処方患者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「Cross Fact」（株式会社インテージリアルワールド） 

院外調剤薬局で調剤可能なオセルタミビル、ザナミビル、ラニナミビル、バロキサビルを処方された患者を対象として分析 

 

1 月には、多くのインフルエンザ治療薬が限定出荷となり、ザナミビルのみが通常出荷という時期もありました。1

月下旬からは限定出荷解除も耳にするようになり、次第にインフルエンザの感染状況も落ち着いてきています。例年 1 

月～2 月はインフルエンザ患者数がピークを迎える時期になりますので、このまま感染者数が流行期を終えるかどうか

は気になるところです。 

インテージリアルワールドでは今後も感染症の動きを医療用医薬品の「処方」で捉え、発信して参ります。 
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本件に関するお問い合わせ先 

株式会社インテージリアルワールド ソリューション企画部 鈴木、鹿島田 

E メール: pr-irw@intage.com  Tel:03-5294-5990 

 

株式会社インテージリアルワールド 会社概要 

会社名   ： 株式会社インテージリアルワールド 

所在地   ： 〒101-0062  東京都千代田区神田駿河台 4-6 御茶ノ水ソラシティ 13 階 

代表者   ： 代表取締役社長 佐藤 暢章 

設立日   ： 2005 年 7 月 14 日 

資本金   ： 1 億 8,825 万円（株式会社インテージヘルスケア 100%出資） 

事業内容： 

株式会社インテージリアルワールドは、国内最大級の医療リアルワールドデータベースを運用するリーディングカンパニーで

す。設立以来、「医療消費者」視点を重視し培ってきた医療リアルワールドデータの知識や分析・加工技術を基に、マーケテ

ィングデータや研究用データを製薬企業や研究機関へ提供しています。2020 年 7 月、インテージグループ内ヘルスケアセグ

メント事業会社から医療リアルワールドデータを当社に集約。それらを活用して新たなソリューションを開発し、よりタイム

リーに多様な職種の方々に直接お届けしていくことで、医療リアルワールド業界のファストブランドを目指します。 

URL   ： https://www.intage-realworld.co.jp/ 


